
 

 

「会津版 スマホ・ＳＮＳ検定」の活用のしかた 

１ 会津教育事務所のホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/）にアクセスし、 

「会津版 スマホ・ＳＮＳ検定」のバナーをクリックします。 

 

２ 下記のトップページ画面に移動します。この画面から各ステージの検定を開始できます。 

 また、目次の画面からは各ステージの設問を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ トップページの目次をクリックすると下記のステージ別設問の画面へリンクします。 

 ・ ステージ 1（幼・保・小学校低学年のお子さんを持つ保護者向け検定） 

 ・ ステージ２（小学校中・高学年のお子さんを持つ保護者向け検定） 

 ・ ステージ３（中学生のお子さんを持つ保護者向け検定） 

  それぞれのステージの検索をクリックすると 1 問目から検定が始まります。目次から設問を選

択して検定することも可能です。ステージごとに解答用紙もありますので、必要に応じて御活用く 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/70410a/


 

 

 

 ステージごとの解答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検定の最後の問題が終了すると下記の画面にリンクします。他のステージの検定に挑戦できる 

 他、検定問題の解説集のみを検索できるように検索ボタンがあります。 

 ※ 学校や各種研修会等で活用いただく場合には、子どもや参加者に検定問題にのみ挑戦しても 

らい、先生等が解説集を使って話をすることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

 ① 「会津版スマホ・ＳＮＳ検定」の提供 

  スマートフォンやＳＮＳとの上手な付き合い方や考え方について、親子で話し合うことを目的 

 としています。お互いに理解を深め、正しい知識をもってスマホやＳＮＳを活用することを支援 

 するため、「会津版スマホ・ＳＮＳ検定」を 2021 年２月 22 日から提供開始しました。 

  スマホ・ＳＮＳのトラブルやフィルタリングなど必要な知識をクイズ形式で学べる保護者向け 

 の検定として、子どもの年代別（３ステージ）ごとに８～１０問が出題されます。会津教育事務 

所のホームページからダウンロードできます。域内の市町村教育委員会、幼・保・こども園、

小・中学校、県立中・特別支援学校、私立小・中学校へ周知・活用をお願いしています。 

 また、家庭教育支援者、行政関係者へも研修会等で御活用をお願いしています。 

 

 

 

  



 

 

② 情報モラル学習教材として活用 

  検定では、ネットいじめ、不適切な動画投稿、LINE トラブルなど社会問題となっているテー 

 マについて取り上げています。学校でも、各教科や特別活動、朝や帰りの会の時間にも活用でき

ます。保護者向けの検定と明記されていますが、道徳の時間に活用したり、1 日 1 問ずつ挑戦し

たりするなど、子どもも学べる内容となっていますので、授業等、様々な機会に活用できます。 

 

➂ 保護者会・就学時健診時・親子の学び講座等での活用 

  スマホやＳＮＳ利用が低年齢化していることにより、子どもの発達段階に沿った規範意識や、 

 情報リテラシー教育が必要となります。スマホのメリット・デメリットを保護者が理解し、子ど 

 もと話し合う機会を意図的に設け、家庭教育力の向上を目指したいと考えています。 

 

 ※ ホーム画面にある下記をクリックすると「スマホ・ＳＮＳ活用上級者」がイメージできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぜひ、御活用ください。 

御不明な点がありましたら、下記担当まで御連絡ください。 

 

 

 

 

こんな親になりたい！

スマホ・ＳＮＳ活用上級者めざせ！

スマホを上手に使います
もちろん親もスマホを使います。

調べ物・連絡等、メリハリを付けて、
ダラダラ使いません。

生活習慣は乱しません
「早寝・早起き・朝ごはん」で生活
リズムを整えます。

趣味で自分を磨きます
自分の時間は、スマホやＳＮＳだけで終わ
るのはもったいない。ジョギング・自転車・
ヨガ・登山などアウトドアで健康づくりをし
ます。音楽・読書・絵画などで新しい自分・
新しい世界を発見します。

スマホを管理しています
初めて子どもにスマホを与えるときは、話し合ってルール作りをし
ます。フィルタリングもかけ、 ペアレンタルコントロールで、スマホ
の中身を管理します。子どもが何をしているか知っています。

ペアレンタルコントロールは、子どものスマホやタブレット、ゲー
ム機の利用状況を保護者が把握したり、安全管理を行ったりする
仕組みです。

コミュニケーションを重視します
食事中・外食中・会合ではスマホをいじ

りません。顔を見て会話を楽しみ、人と人
とのコミュニケーションを大切にします。

大人がお手本に子どもと一緒に○○します
忙しいからといって子どもにスマホを預け、

スマホで子守をしません。
忙しい時こそ子どもと一緒に料理、掃除、洗濯
物干しなどの家事をします。子どもへ一言「あり
がとう」も忘れずに。子どもの自立にも役立ち、
一石二鳥です。

子どもにだけ要求しません
子どもが宿題や勉強をしているとき、隣でス

マホをいじりません。 読書などをして、子ども
に寄り添い見守ります。家のルールに沿って子
どもがスマホやＳＮＳを利用できない時間は親
も利用しません。

スマホに振り回されません
スマホのメリット・デメリットを正しく知っ
ています。フェイクニュースも見破れます。
子どもにも正しい知識をきちんと教えてあ
げられます。

「スマホ・ＳＮＳ活用上級者」
をめざして今すぐクリック！

※

※

会津版 スマホ・SNS検定 検索

まずは
大人がお手本に

 

こんな親になりたい！  

    めざせスマホ・SNS活用上級者  検索

    会津教育事務所 総務社会教育課 

    家庭教育担当まで      

   TEL 0242-29-5488 

   FAX 0242-29-5494     

E-mail：aizu.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 


